
第1編　基 本 事 項

Ⅰ．概    要

１．用語の定義等
本利用細則は、日本銀行の当座勘定取引先が日本銀行戸田分館において現金の受払を行うために、日本銀行金融ネットワークシステム（以下「日銀ネット」といいます。）を利用して現金受払関係事務およびこれに関連する照会事務（以下「現金受払関係事務（戸田分館）」と総称します。）を行う場合に使用します。
本利用細則で使用する用語の定義については、「当座勘定規定」、「日本銀行金融ネットワークシステム利用基本規則」、「当座勘定取引についての日本銀行金融ネットワークシステムの利用に関する規則」、「日本銀行金融ネットワークシステムを利用して行う現金受払関係事務（戸田分館）に関する規則」、本利用細則以外の他の「日本銀行金融ネットワークシステム利用細則」（以下「利用細則」といいます。）、その他日本銀行が定めた規則等によることとします。
２．事務の概要
（１）当座勘定入金事項通知（戸田分館）または当座勘定払戻請求（戸田分館）
戸田分館利用先は、次表に掲げる業務処理区分コードに応じた所定の端末操作手順に従い、日本銀行に対して、日本銀行戸田分館において日本銀行に現金を引渡すことによる自己の当座勘定の入金を行うための通知（以下「当座勘定入金事項通知（戸田分館）」といいます。）または日本銀行戸田分館において受ける自己の当座勘定の払戻の請求（以下「当座勘定払戻請求（戸田分館）」といいます。）を行うことができます。
この場合、当該通知または当該請求のための電文において、指定することができる取引実行日は、当該電文の送信日またはその翌営業日に限ります（以下、取引実行日が、送信日の翌営業日であるものを「先日付取引」、送信日であるものを「当日取引」といいます。）。
	業務処理区分名
	業務処理区分
コード

	大区分
	中区分
	小区分
	

	当座勘定
	入金・払戻請求
	入金・払戻請求（戸田分館）
	211401


（２）当座勘定の入金または引落の実行

イ、当座勘定の入金の実行
日本銀行は、戸田分館利用先から当座勘定入金事項通知（戸田分館）を受付けた場合、当該戸田分館利用先が日本銀行戸田分館において「戸田分館利用細則」に規定する所要の手続きを完了したことを確認したときは、遅滞なく、当座勘定への入金を行います。
この場合、日本銀行は、戸田分館利用先に対して、当座勘定の入金を行った旨を通知します。
　ロ、当座勘定の引落の実行

（イ）暗証番号の取得
戸田分館利用先は、日本銀行戸田分館において自己の当座勘定の払戻を受ける場合には、暗証番号が必要となります。
戸田分館利用先は、（１）の電文を送信した後、次表に掲げる業務処理区分コードに応じた所定の端末操作手順に従い、暗証番号を取得します。
この場合、暗証番号の取得のための電文において、指定することができる取引実行日は、当該電文の送信日またはその翌営業日に限ります。

	業務処理区分名
	業務処理区分
コード

	大区分
	中区分
	小区分
	

	当座勘定
	照会
	暗証番号（戸田分館）
	214181


（ロ）当座勘定の引落の実行
日本銀行は、戸田分館利用先から当座勘定払戻請求（戸田分館）を受付けた場合、当該戸田分館利用先が日本銀行戸田分館において「戸田分館利用細則」に規定する所要の手続きを完了したことを確認したときは、戸田分館利用先の当座勘定に引落資金が確保されているときに限り、遅滞なく、当座勘定の引落を行います。
この場合、日本銀行は、戸田分館利用先に対して、当座勘定の引落を行った旨を通知します。ただし、戸田分館利用先の当座勘定が引落資金不足となる場合には、その当座勘定の引落を行わず、戸田分館利用先に対して、「引落資金不足」の旨を通知します。
（３）取消および訂正

戸田分館利用先は、（１）により送信した当座勘定入金事項通知（戸田分館）にもとづく当座勘定の入金または当座勘定払戻請求（戸田分館）にもとづく当座勘定の引落が行われるまでの間、次表に掲げる業務処理区分コードに応じた所定の端末操作手順に従い、当該通知または当該請求のための電文の取消または訂正を行うことができます。
	業務処理区分名
	業務処理区分
コード

	大区分
	中区分
	小区分
	

	当座勘定
	取消・訂正
	入金・払戻請求（戸田分館）

（取消・訂正）（画面呼出）
	221101

	
	
	入金・払戻請求（戸田分館）

（取消・訂正）
	221102


（４）入力時間帯等
イ、入力時間帯
戸田分館利用先が、現金受払関係事務（戸田分館）に関する電文を送信することができる時間帯は、次表に定めるとおりです。
	業務処理区分名
	業務処理区分
コード
	入力時間帯

	
	
	開始時刻（注）
	締切時刻

	入金・払戻請求（戸田分館）
	先日付取引
	211401
	午前8：00
	午後4：30

	
	当日取引
	
	
	午後3：00

	入金・払戻請求（戸田分館）（取消・訂正）（画面呼出）
	先日付取引
	221101
	
	午後4：30

	
	当日取引
	
	
	午後3：00

	入金・払戻請求（戸田分館）（取消・訂正）
	先日付取引
	221102
	
	午後4：30

	
	当日取引
	
	
	午後3：00

	暗証番号（戸田分館）
	214181
	午前7：30

（午前6：30）
	午後10：00


（注）()内は延長日の時刻を示します。

ロ、入力延長
日本銀行は、戸田分館利用先において、やむを得ない事由により入力時間帯において電文の送信を終了する見込みがなく、かつその日のうちに当該電文の送信を行う必要があると認めた場合には、当該入力締切時刻の延長を許可することがあります。

戸田分館利用先は、入力延長の必要が生じた場合には、直ちに、日本銀行発券局戸田発券課出納担当部署に電話により連絡し、その指示に従ってください。
３．受付番号
日本銀行は、戸田分館利用先から「入金・払戻請求（戸田分館）」を受信した場合には、当該電文を受信した順序に従い、次の体系の５桁の番号（以下「受付番号」といいます。）を付します。
この場合、日本銀行は、受付番号を、戸田分館利用先に対して送信する「当座勘定入金・払戻請求電文処理済通知（戸田分館）」等に表示します。
受付番号の体系

Ｘ Ｘ ＸＸＸ
                               　1（固定）
                               　営業日ごとに0または1を使用
                               　取引実行日ごとに001～999までの番号（注）
（注）「入金・払戻請求（戸田分館）」を受信した順に付しますので、必ずしも戸田分館利用先ごとに連続した番号とはなりません。
４．取引内訳番号
日本銀行は、戸田分館利用先から「入金・払戻請求（戸田分館）」を受信した場合には、車両番号ごとに次の体系の７桁の番号（以下「取引内訳番号」といいます。）を付します。
この場合、日本銀行は、取引内訳番号を、戸田分館利用先に対して送信する「当座勘定入金・払戻請求電文処理済通知（戸田分館）」等に表示します。
取引内訳番号の体系
           ＸＸＸＸＸ Ｘ Ｘ
                                    受付番号
                                    1または2（注１）
                                    1～4の範囲の数値（注２）
（注１）当座勘定入金事項通知（戸田分館）のための「入金・払戻請求（戸田分館）」については「1」を、当座勘定払戻請求（戸田分館）のための「入金・払戻請求（戸田分館）」については「2」を、それぞれ付します。
（注２）「入金・払戻請求（戸田分館）」の入力画面の車両番号欄（入力画面ごとに最大４件まで入力可能）への入力順に「1」から「4」までを付します。
 ５．日銀ネット障害時等の取扱い

戸田分館利用先は、日銀ネットの障害その他の事由により、現金受払関係事務（戸田分館）にかかる日銀ネットの利用ができない場合には、速やかにセンターに連絡し、その指示に従ってください。

戸田分館利用先は、日銀ネットの障害が発生した場合には、利用細則（共通事務）第１編Ⅵ．に定めるところにより取扱うこととなりますが、日本銀行は、その障害の状況に応じ、必要な取扱いを戸田分館利用先に対して、指示することがあります。
また、障害が復旧した場合には、その旨を速やかにセンターに連絡してください。
引落資金不足


利用細則


(当座勘定取引)


第１編Ⅰ.参照





入力延長


利用細則


(共通事務)


第１編Ⅴ.参照





障害時の対応


利用細則


（共通事務）


第１編Ⅵ.参照
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